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もあ東急シアターオーブ
渋 谷 ヒカリエ 11階

主催 TBS/キョードークラシックス/キョードー東京/ローツンチケット 後援=アルゼンチン大使館/セルバンテス文化センター東京



このミュージカルは、タンゴのメランコリックな感情で、喜びも悲しみも

んだ、むかし話である。

タンゴには必ず終わりがある。その音楽の最後には、わたしたちは寂しい

物悲しさと、再び同じ高揚感を持ちたいという懐かしさと衝動を同時に

タンゴのドラマは、生命力溢れる踊りに、登場人物たちの愛憎劇が絡み、

進行しながら終わりを迎える。

それにしてもモーラには不思議な魅力がある。あまり肉感的でもないスレじ

な彼女の肉体が、タンゴと群舞の中に立つと、ひときわ鮮やかに女神として

命を花開かせるのだ。人々は、あたかも彼女が実在した伝説の女だと勘違υ

しまうかもしれない。

まわりのアンサンブル陣がまた見事だ。ブエノスアイレスの若手ダン

プクラス。息のあったセンスある踊りは躍動感にあふれ蓑tがきいていて頼も

「シャンテクレール」

このミュージカルで皆さんは“今 "を生きる若者の夢と苦悩、溢れるエネ

をタンゴの踊りで体感し、皆さんの記憶に刻まれた人生の経験を眺め、そし

な命の躍動を期待させる場面を共有することによって、心の再生を得られるこ

ろう。  棚田晃吉 (タンゴスタジオ《ラ・バルドッサ》主宰/日本アルゼンチンタン

東急シアターオーブ餃谷ヒカリエ
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主催=TBS/キ ョードークラシックス/キ ョードー東京/ローツンチケット

後援=アルゼンチン大使館ノセルバンテス文化センター東京

▼ローツンチケット

初日特電 0570‐ 084‐632(3/31口 ]10∞～10∞のみ/自動音声対応 Lコード不動

0570‐ 000・407(オペレーター対応1000～ 211∞ )

I三二二]ZEZΞ□Zヨニコ□ ローッンミニストップ店内Loppi●接購入(Lll―ド31888)

▼チケットスペース

03‐3234‐9999(オペいター対応,1チケ21`ヽ三二三ニコ2]●由(′シコンのみ)

▼TBSオンラインチケット ー■Sシヤンテクレ ル三二]四
▼キョードー東京

0570‐ 550‐799(オペ[″ター対応平日11:∞～18∞、土曰視10:∞～18111)

― w.kyodotokyo.● om′

▼チケットびあ
0570‐ 02‐9999(Pコード438772/自 動音声対応)http:″pialprt′

▼イープラス http:″eplusipr

▼Bunkamuraチケットセンター 03‐3477‐9999(オペレーター対応10∞～17m)
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